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表紙説明
　第 53回町民体育祭が10月11日、町総合グラウンドで行われ　第 53回町民体育祭が10月11日、町総合グラウンドで行われ
た。各体協から選ばれた精鋭が26プログラムに参加し熱い戦いをた。各体協から選ばれた精鋭が26プログラムに参加し熱い戦いを
繰り広げた。昨年初優勝を飾り、勢いに乗っている志佐体協は、繰り広げた。昨年初優勝を飾り、勢いに乗っている志佐体協は、
序盤からリードを奪う。そのリードを最後まで保った志佐体協が２連序盤からリードを奪う。そのリードを最後まで保った志佐体協が２連
覇を果たし、黄金時代の到来を告げた。覇を果たし、黄金時代の到来を告げた。



Ａブロックは志佐が２連覇
Ｂブロックは早町が優勝Ｂブロックは早町が優勝
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開
会
式
で
、
中
高
生
吹
奏
楽
部
ら
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
西
原
光
則
区
長
会

長
の
開
会
宣
言
と
と
も
に
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
切
ら
れ
た
。
今
年
は
昭
和
43
年
同

窓
生
ら
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
を
走
り
な
が

ら
一
周
し
た
後
、
国
旗
・
町
旗
・
体
協

旗
が
掲
揚
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

し
た
と
し
て
重
岡
敬
一
郎
さ
ん
ら
２
人

が
「
体
育
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
を
受

け
た
。
今
年
活
躍
し
た
選
手
と
団
体
に

贈
ら
れ
る
「
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
賞
」

は
、
大
島
地
区
高
等
学
校
弓
道
大
会
で

３
連
覇
を
果
た
し
た
『
喜
界
高
校
女
子

弓
道
部
』
な
ど
６
団
体
と
、
大
島
地
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
に

お
い
て
８
０
０
㍍
走
で
優
勝
し
た
横
山

一
斗
さ
ん
な
ど
13
人
が
受
賞
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
中
里
連
合
の
築
健

太
さ
ん
と
愛
大
誠
さ
ん
が
若
さ
溢
れ
る

元
気
な
選
手
宣
誓
を
行
い
、
見
事
に
大

役
を
果
た
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
幼
稚
園
児
の
微
笑
ま
し

い
遊
戯
で
始
ま
り
、
１
０
０
Ｍ
走
や
男
女

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

な
ど
、
白
熱
し
た
競
技
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
の
新
種
目
『
４
歳
児
・

５
歳
児
50
Ｍ
走
』
で
は
、
園
児
ら
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
走
り
に
観
客
か
ら
思
わ
ず
笑

み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

　

午
前
の
部
終
了
時
点
で
の
得
点
は
、
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
１
位
は
志
佐
（
１
３
０
点
）、

２
位
は
湾
（
１
０
９
点
）。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

１
位
は
早
町
が
63
点
、
２
位
は
小
野
津
が

58
点
で
折
り
返
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
小
学
生
の
長
縄
と
び
や

18
歳
以
上
男
女
の
運
ま
い
（
米
）
リ
レ
ー
、

俊
足
ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
混
成
リ
レ
ー
な

ど
、
集
落
の
威
信
と
誇
り
を
懸
け
た
激
し

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

結
果
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
午
前
の
部
の

の
リ
ー
ド
を
保
っ
た
志
佐
が
見
事
に
２
連

覇
を
果
た
し
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
早
町
が
優

勝
し
た
。

選手宣誓をする中里連合の選手選手宣誓をする中里連合の選手

代表で「島口ラジオ体操」をする代表で「島口ラジオ体操」をする
湾体協・平哲郎さん湾体協・平哲郎さん

今年も多くの還暦者が参加し今年も多くの還暦者が参加し
体育祭を盛りあげた体育祭を盛りあげた

大会スローガン「明日への希望　走って笑って　心はひとつ　島人の絆　ここにあり」
（岡村ひとみさん作）とサブスローガン「～力をあわせ　みんなでつなごう　ひとつの絆～」
（新田美海さん作）のもとで『町民体育祭』が 10 月 11 日、総合グランドで開催
された。前年の成績を元にＡ ･ Ｂにブロック分けされた各集落の精鋭が１００Ｍ
走や綱引きなどで熱戦を繰り広げ、還暦者踊りや園児などの遊戯で会場を盛り上
げた。結果は、志佐が A ブロックで２連覇を果たし、Ｂブロックは早町が制した。
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順位 地区体協 得　点
前回 今回 躍進点

第 1位 中央 ６１ ８０ １９
第 2位 早町 ８１ ９５ １４

躍進賞

歴代優勝体協
　　　　　　　　　　　　　（ブロック制移行後）

平成 回 Aブロック Bブロック
９ 35 湾　Ｂ 志　佐
10 36 荒　木 小野津
11 37 上嘉鉄 湾　A
12 38 上嘉鉄 湾　C
13 39 上嘉鉄 湾　C
14 40 上嘉鉄 坂　嶺
15 41 上嘉鉄 坂　嶺
16 42 湾　B 湾　C
17 43 上嘉鉄 志　佐
18 44 湾 荒　木
19 45 赤連池治 滝　川
20 46 湾 早　町
21 47 湾 赤連池治
22 48 湾 志　佐
23 49 湾 早　町
24 50 湾 荒　木
25 51 湾 赤連池治
26 52 志　佐 中里連合
27 53 志　佐 早　町

※ 湾Ａは現在の湾体協、湾 Bは現在の赤連池治体協、
湾 Cは中里連合体協

総合順位表
Ａブロック 体　協 得　点

優勝 志佐 １８５
第２位 湾 １５８
第３位 嘉手浦 １４９
第４位 荒木 １２９
第５位 赤連池治 １２３

Bブロック 体　協 得　点

優勝 早町 ９５
第２位 中里連合 ８０
第３位 中央 ８０
第４位 小野津 ７１
第５位 阿伝 ５２

表彰者

●優秀スポーツ選手賞
横山　一斗 陸上 第42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　男子800m走　優勝（大会新）
揃江　翔大 陸上 第42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　男子100m走　優勝（大会新）
徳田　步夢 陸上 第42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　男子走り幅跳び　優勝
喜島　千尋 陸上 第42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　女子 100m走　優勝

男子リレーチーム（横山･揃江･豊原･富田） 陸上 第 42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　男子４× 100mR　優勝
女子リレーチーム（中村･喜島･今井･都） 陸上 第 42回大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会　女子４× 100mR　優勝

大塚　勇士 少林寺拳法 2015 年少林寺拳法鹿児島県大会　小学生白帯　単独演武　優秀賞
基　陽斗 少林寺拳法 2015 年少林寺拳法鹿児島県大会　小学生緑帯　組演武　優秀賞
橋本　道 少林寺拳法 2015 年少林寺拳法鹿児島県大会　小学生緑帯　組演武　優秀賞

ソフトボール少年団 ソフトボール 平成 27年２月　奄美新聞社杯ソフトボール大会　優勝
きかいFC（サッカー少年団） サッカー 平成 26年 11月　ドラゴンカップ奄美大会　優勝

伊藤　莉緒 弓道 大島地区高等学校弓道大会　女子個人　優勝
喜界高校弓道部 弓道 大島地区高等学校弓道大会　女子団体　優勝

喜界高校バドミントン部 バドミントン 大島地区高等学校バドミントン競技大会　個人戦ダブルス　女子一般の部　優勝
倉橋　憲司 相撲 第 69回県民体育大会　団体成年の部優勝　個人成年の部２位
平　國男 陸上 平成27年第 31回鹿児島マスターズ選手権大会 55～ 59歳の部　800m　第２位
向井　康治 陸上 平成27年第 31回鹿児島マスターズ選手権大会 50～ 54歳の部　100m優勝　200m優勝
永井　早苗 ゴルフ 第 56回大島地区大会　女子の部　優勝
川畑　一英 陸上 第 56回大島地区大会　30歳未満男子　走り幅跳び　優勝

●体育功労者

重岡　敬一郎 ゲートボール ２０年もゲートボールの経験があり、農協年金友の会ゲートボール大会やグラウンドゴルフ大会において連
続ダブル優勝し、県大会出場の経験が豊富である。また、郡体ゲートボール選手として何度も入賞している。

原口　律子 地域女性団体 平成１２年から平成１８年まで町婦人会理事を務め、町内各小･中学校の運動会や町民体育祭におい
て演技されるマスゲームの指導を１２年の永きに渡り熱心に関わるなど、後輩会員の育成に尽力された。
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●400Mリレー青年女子
１位 志佐 1分 05秒 4
２位 嘉手浦 1分 07秒 0
3位 小野津 1分 07秒 6

● 600M混成リレー女子
１位 志佐 1分 36秒 2
２位 赤連池治 1分 38秒 6
３位 湾 1分 39秒1

●めざせ !ホールイン・ワン
１位 赤連池治 20打 3分 36秒 0
２位 阿伝 24打 3分 56秒 3
３位 荒木 24打 4分 06秒 1

●ソフトボール投げ（男子）
１位 惠　翔太 中里連合 58m05
２位 富田　優也 志佐 53m35
３位 基　定夫 湾 52m25

●輪投げ
１位 赤連池治 1分16秒1
２位 嘉手浦 1分17秒 7
３位 湾 1分 24秒 3

●玉入れ
１位 嘉手浦 49
２位 志佐 44
３位 中央 40

●夫婦仲良く
１位 嘉手浦 1分 02秒1
２位 早町 １分04秒1
３位 荒木 1分 04秒7

●運まい（米）リレー
１位 志佐 41秒 0
２位 嘉手浦 44秒1
３位 湾･中里連合 48秒 0

●綱引き
１位 中央
〃 中里連合
〃 志佐
〃 荒木

※競技途中終了により、同時優勝

●ナイス !ストライク
１位 湾 1分 03秒 2
２位 荒木 1分 23秒1
〃 志佐 1分 23秒1

●長縄とび
１位 湾 68
２位 早町 43
３位 赤連池治 36
●放とうボール
１位 嘉手浦 3分 34秒 5
２位 中里連合 4分14秒 9
３位 中央 4分 48秒1

団体競技及びフィールド競技記録

●ソフトボール投げ（女子）
１位 竹下　奈津美 志佐 39m43
２位 盛崎　里菜子 赤連池治 37m30
３位 納　美香代 小野津 33m25

●1000M混成リレー男子
1位 志佐 2分16秒 6
2位 湾 2分18秒 2
3位 荒木 2分19秒 4

100M走
小学男子

輪投げ遊戯・幼
稚園児

50M走
4･5歳児

重量級 50
M走

100M走
小学女子
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第 53 回町民体育祭　競技決勝記録
●100M走小学男子
１位 揃江　翔大 中里連合 14秒 8
２位 浜田　叶夢 志佐 15秒 0
３位 岩松　敬志 中央 15秒 01

●100M走中学男子
１位 喜島　大地 中里連合 12秒 8
２位 久保　龍助 荒木 12秒 9
３位 重村　大和 湾 13秒1

●100M走高校男子
１位 大山　健人 荒木 12秒 6
２位 柳　慧士朗 小野津 12秒 8
３位 大山　魁斗 志佐 12秒 9

●100M走 20歳代男子
１位 若松　雄 早町 12秒 5
２位 川畑　一英 湾 12秒 6
３位 都　伸也 嘉手浦 12秒 8

●100M走 30歳代男子
１位 上地　徳人 湾 13秒 3
２位 碇山　貴文 荒木 13秒 4
３位 峰山　恵喜光 早町 13秒 5

●100M走小学女子
１位 中島　杏 志佐 15秒 8
２位 若松　すみれ 早町 15秒 9
３位 喜島　千尋 赤連池治 16秒 5

●100M走中学女子
１位 若松　杏 湾 15秒 0
２位 酒井　杏実 阿伝 15秒 4
３位 八木　碧佑 赤連池治 15秒 5

●100M走高校女子
１位 岡本　二千翔 赤連池治 15秒 4
２位 登　聖佳 志佐 15秒 5
３位 河村　静香 早町 15秒 6

●100M走 20歳代女子
１位 三田美　志保 志佐 15秒 4
２位 生島　小梅 嘉手浦 16秒 9  
３位 髙橋　ゆかり 荒木 18秒 2

●100M走 30歳代女子
１位 勝田　夏樹 小野津 16秒 0
２位 奥田　江里 志佐 16秒 9
３位 豊原　周子 中央 17秒 6
●100M走 40歳代男子
1位 吉田　圭志 阿伝 14秒 3
2位 大山　静也 中里連合 14秒 4
3位 西尾　勝幸 嘉手浦 14秒 5

●100M走 50歳代男子
1位 向井　康治 志佐 14秒 0
2位 山口　芳弘 赤連池治 14秒 5
3位 幸田　勝光 嘉手浦 14秒 6

●1500M中学男子
1位 模　幸正 嘉手浦 4分 40秒 4
2位 岡本　優 荒木 4分 44秒 2
3位 市來崎　裕政 赤連池治 4分 49秒 5

● 400Mリレー小学男子
1位 中央 1分 04秒 5
2位 中里連合 1分 05秒 8
3位 湾 1分 06秒 3

●100M走 40歳代女子
１位 矢田　朋子 赤連池治 17秒 7
２位 平馬　久美子 湾 18秒 3
３位 中山　加代子 志佐 19秒 0

● 800M走中学女子
１位 上園田　ゆき乃 嘉手浦 2分 42秒 2
２位 竹山　奏 湾 2分 52秒 7
３位 廣谷　想歩 赤連池治 2分 55秒 4

● 400Mリレー小学女子
１位 湾 1分 09秒 2
２位 赤連池治 1分10秒 2
３位 志佐 1分12秒 0

● 50M走重量級男子
1位 福原　拓 荒木 7秒 7
2位 生村　勇喜 嘉手浦 7秒 8
3位 重野　泰浩 湾 7秒 9

●1500M高校男子
1位 与謝野　充寿 荒木 4分 58秒 0
2位 櫻井　海 小野津 4分 59秒 0
3位 竹内　真功 湾 5分11秒1
●1500M一般男子
1位 生島　常智 嘉手浦 4分 52秒 6
2位 西木場　真一 湾 4分 53秒 0
3位 我原　太清 荒木 4分 54秒 5

● 800M走高校女子
１位 清水　菜々美 赤連池治 2分 56秒 0
２位 田辺　恵里香 嘉手浦 3分 07秒 4
３位 霜田　夏樹 湾 3分18秒 0

● 800Mリレー中学男子
1位 湾 1分 52秒 5
2位 志佐 1分 52秒 8
3位 嘉手浦 1分 59秒 4
● 400Mリレー中学女子
１位 湾 1分 02秒 2
２位 嘉手浦 1分 03秒 9
３位 赤連池治 1分 04秒 4
● 800Mリレー高校男子
1位 志佐 1分 48秒 5
2位 湾 1分 49秒1
3位 荒木 1分 51秒 3
● 400Mリレー高校女子
１位 中里連合 1分 02秒 9
〃 志佐 1分 02秒 9
３位 早町 1分 03秒1
● 800Mリレー青年男子
1位 湾 1分 48秒 3
2位 荒木 1分 51秒 3
3位 早町 1分 51秒 6
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100M走
中学女子

100M走
高校女子

100M走 2
0歳代女子

100M走 3
0歳代女子

ソフトボール
投げ（男子

）
ソフトボール

投げ（女子
）

1500M高
校・一般男

子

1500M中
学男子

100M走
高校男子

100M走 3
0歳代男子

100M走 4
0歳代男子

100M走 5
0歳代男子

800M中学
・高校女子

400Mリレ
ー小学女子玉入れ

100M走 4
0歳代女子

100M走
中学男子

100M走 2
0歳代男子
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800Mリレ
ー高校男子

400Mリレ
ー高校女子

800Mリレ
ー中学男子

400Mリレ
ー中学女子

400Mリレ
ー小学男子

800Mリレ
ー成年男子 ナイス！ス

トライク

600M混成
リレー女子

1000M混
成リレー男

子

運まい（米
）リレー 夫婦仲

良く

めざせ！ホー
ルインワン

放とうボ
ール

長縄とび

遊戯・保
育園児

綱引き

各種団
体リレー

400Mリレ
ー成年女子
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豊
年
祭

　

旧
暦
９
月
15
日
、
区
長
と
代
表
者
が
神
社
に

の
ぼ
り
を
立
て
参
拝
し
、
午
後
は
海
沿
い
の
広
場

で
八
月
踊
り
や
歌
を
歌
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
。
数
年
前
か
ら
は
、
育
成
会
の
エ
イ
サ
ー
が

出
演
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー

　

豊
年
祭
あ
と
の
最
初
の
壬

み
ず
の
え
い
ぬ

戌
の
日
に
行
う
先

祖
祭
り
。
親
族
ら
は
各
々
の
時
間
で
お
墓
に
参

り
、
先
祖
を
敬
う
。

●
集
落
性

　

昔
か
ら
物
静
か
で
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
て

か
ら
行
動
す
る
優
し
い
人
が
多
い
。
自
分
か
ら

積
極
的
に
話
し
か
け
る
社
交
的
な
人
は
少
な
い

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
団
結
し
、
互
い
に
協

力
し
あ
う
。

●
観
光
名
所
な
ど

　

天
降
（
あ
ま
く
だ
り
）
神
社

　

集
落
の
豊
年
祭
、
六
月
燈
、
正
月
参
拝
な
ど

に
使
わ
れ
る
神
社
。
祭
神
は
、
天
女
の
兄
弟
。

御
利
益
、
御
神
格
は
不
明
。
創
設
も
不
明
。
祭

日
は
旧
暦
７
月
７
日
。

　

羽
衣
伝
説

　
『
喜
界
島
神
社
48
マ
ッ
プ
（
喜
界
島
神
社
研

究
会
）』
に
よ
る
と
、
琉
球
王
朝
時
代
、
伊
実

久
集
落
近
く
の
三
原（
さ
ん
ば
る
）に
降
り
立
っ

た
天
女
が
、
志
戸
桶
、
早
町
、
白
水
、
嘉
鈍
、

阿
伝
を
経
て
、
蒲
生
集
落
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

霊
泉
「
イ
チ
ダ
の
泉
」
で
水
浴
び
中
に
「
屋

樽
瀬
戸
」
に
羽
衣
を
取
ら
れ
、
羽
衣
を
返
し
て

も
ら
う
条
件
で
夫
婦
に
な
っ
た
と
い
う
。
伝
説

の
中
に
も
登
場
す
る
「
屋
樽
瀬
戸
」
の
子
孫
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
栗
島
家
に
代
々
伝
承
さ
れ
た

「
天
女
の
羽
衣
、
櫛
、
か
ん
ざ
し
」
な
ど
は
、

概
要

　

蒲
生
集
落
の
人
口
は
43
人
、
世
帯
数
は
26

世
帯
。
花
良
治
集
落
の
人
口
は
98
人
、
世
帯

数
は
63
世
帯
。（
平
成
27
年
９
月
末
現
在
）

　
『
喜
界
島
の
民
俗
（
竹
内
譲
著
）』
に
よ
る

と
、
花
良
治
村
は
、
南
か
ら
湾
入
し
た
泊
の

北
西
付
近
に
島
立
て
し
た
。
住
民
は
各
戸
に

泉
の
水
を
引
い
て
使
用
し
、
北
東
の
平
地
に

田
を
拓
い
て
田
芋
を
作
り
、
ま
た
付
近
海
岸

を
漁
り
歩
い
て
自
活
生
活
し
た
ら
し
い
。
そ

の
後
、
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
集
落
は
北
東

部
の
平
地
へ
拡
が
り
、
田
畑
も
そ
の
方
向
に

拡
げ
て
行
っ
た
。
開
拓
が
遠
く
に
延
び
る

と
、
一
部
の
人
達
は
移
り
百
姓
と
な
っ
て
開

墾
地
付
近
に
定
着
し
、
そ
こ
に
蒲
生
集
落
が

誕
生
し
た
と
い
う
。

蒲
生

●
集
落
行
事

　

新
年
会
・
敬
老
会

　

正
月
の
１
月
2
日
、
集
落
公
民
館
で
行
う

集
落
民
総
出
の
行
事
。
ま
ず
全
員
で
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
し
、
天
降
神
社
の
方
向
に
向

か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
一
年
の
無
事
を
祈
願

す
る
。敬
老
者
の
健
康
を
祝
っ
た
あ
と
、ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
ビ
デ
オ
観
賞
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
親
睦
を
深
め
る
。

　

六
月
燈　

　

旧
暦
６
月
15
日
午
前
８
時
頃
、
区
長
と
代

表
者
が
神
社
に
の
ぼ
り
を
立
て
、
午
後
２
時

頃
か
ら
集
落
民
が
集
い
、
懐
メ
ロ
を
歌
っ
た

り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
む
。

町
指
定
文
化
財
と
し
て
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
。

花
良
治

●
集
落
行
事

　

６
月
燈

　

旧
暦
６
月
８
日
に
行
う
祭
り
。
朝
７
時
頃
、

区
長
、
氏
子
、
旗
持
ち
２
人
で
参
道
を
登
り
旗

を
立
て
た
後
、
区
長
が
白
玉
団
子
を
供
え
、
皆

で
参
拝
す
る
。
午
後
３
時
頃
か
ら
、
う
ふ
み
や

公
園
（
花
良
治
農
村
公
園
）
に
旗
を
立
て
、
集

落
民
は一重
一瓶
を
持
ち
寄
り
、親
睦
を
深
め
る
。

　

豊
年
祭

　

旧
暦
８
月
８・９
日
の
２
日
間
の
祭
り
で
、
３
日

前
か
ら
地じ

ど踊
り
を
練
習
す
る
。

天降神社天降神社花良治おもてなしハウス花良治おもてなしハウス

高尾神社高尾神社
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一
日
目
の
早
朝
、
区
長
、
氏
子
、
頭

取
２
人
、
神
官
が
高
尾
神
社
に
お
参
り

す
る
。
午
後
５
時
頃
か
ら
集
落
公
民
館

で
八
月
踊
り
、豊
年
相
撲
な
ど
を
行
い
、

酒
を
酌
み
交
わ
す
。
二
日
目
は
、
午
後

5
時
頃
か
ら
八
月
踊
り
を
踊
り
、
持
ち

寄
っ
た
一
重
一
瓶
で
親
睦
を
深
め
る
。

ウ
ヤ
ン
コ
ー

　

蒲
生
集
落
と
同
日
開
催
。
内
容
は
蒲

生
集
落
を
参
照
。

●
集
落
性　

　

表
面
的
に
自
己
主
張
の
強
い
人
は
少

な
く
、
義
理
堅
く
常
識
的
。
大
学
の
教

授
や
教
員
、
高
学
歴
の
人
を
多
く
輩
出

し
て
お
り
、
真
面
目
な
人
が
多
い
。

●
観
光
名
所
な
ど

　

高
尾
神
社

　

集
落
の
上
方
に
集
落
を
見
守
る
よ
う

に
山
中
に
位
置
す
る
神
社
で
、
参
道
の

階
段
は
約
３
８
０
段
。
祭
神
は
、
綿
津

見
命
（
わ
だ
つ
み
の
み
こ
と
）。
御
利

益
は
海
上
安
全
、
大
漁
達
成
。
神
格
は

海
の
神
。
創
設
は
不
明
。
祭
日
は
旧
暦

９
月
２
日
。
正
月
の
朝
に
集
落
の
子
供

達
が
神
社
に
お
参
り
し
て
、
台
地
の
頂

上
に
あ
る
中
西
公
園
に
行
き
、
そ
こ
か

ら
初
日
の
出
を
拝
む
習
慣
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。【
喜
界
島
神
社
48
マ
ッ

プ
参
考
】

　

花
良
治
お
も
て
な
し
ハ
ウ
ス

　

町
の
集
落
活
性
化
推
進
助
成
金
事
業

を
利
用
し
、
集
落
民
の
手
で
集
落
内
の

空
き
家
を
修
理
・
改
装
し
、
島
外
宿
泊

者
に
貸
し
出
し
て
い
る
も
の
。
お
も
て
な

し
と
し
て
、
阿
伝
校
区
内
の
行
事
が
開
催
さ
れ
る

時
期
に
は
行
事
に
参
加
し
た
り
、
集
落
民
と
の

交
流
が
で
き
る
。
昨
年
11
月
か
ら
営
業
開
始
。

　

花
良
治
ミ
カ
ン

　

同
集
落
で
発
見
さ
れ
た
芳
香
が
強
烈
で
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
ミ
カ
ン
。
収
穫
数
が
少
な

い
た
め
幻
の
ミ
カ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
輪
切
り
に
し
て
焼
酎
に
入
れ
て
も

美
味
。
11
月
〜
２
月
頃
が
甘
く
な
り
食
べ
頃
。

　
『
花
良
治
蜜
柑
由
来
記
（
郡
山
元
正
著
）』
に

よ
る
と
、
花
良
治
村
の
石
盛
が
上
国
与
人
に
随

行
し
て
鹿
児
島
に
上
り
、
帰
途
暴
風
に
遭
っ
て

一
孤
島
に
漂
着
。
そ
の
島
に
味
の
よ
い
み
か
ん

が
あ
っ
た
の
で
、
苗
木
を
二
本
持
ち
帰
っ
て
栽

培
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。

蒲生集落区長。区長歴４年。昭
和19生まれ。高校卒業後島外
に出て、10年前、定年を機に
Uターン。現在、集落民の先頭
に立ち集落をまとめる。「集落
民が和気あいあいとした、生き
がいのある暮らしができる集
落づくりに励みたい」と語る。

花良治集落区長。区長歴２年。
昭和 53 年生まれ。高校卒業
後、神奈川県で就職。宮本商
店を継ぐために 10 年前にＵ
ターン。「集落民同士が互い
の個性を尊重し、その人らし
い生きかたができる集落づく
りに努めたい」と語る。

第
６
回　

巨
大
ハ
マ
サ
ン
ゴ
の
年
齢

　

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
海
に

入
る
に
は
少
し
寒
く
な
っ
て
き
た
今
日
こ

の
頃
で
す
が
、
海
の
中
の
サ
ン
ゴ
た
ち
は

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
巨
大

ハ
マ
サ
ン
ゴ
も
海
の
中
で
す
く
す
く
育
っ

て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
何
歳
な
の
で

し
ょ
う
。
今
回
は
サ
ン
ゴ
の
年
齢
の
調
べ

方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

先
月
号
で
は
サ
ン
ゴ
が
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

の
骨
を
成
長
さ
せ
て
大
き
く
な
り
、
サ
ン
ゴ

礁
を
形
成
す
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。サ

ン
ゴ
は
そ
の
骨
を
成
長
さ
せ
て
い
る
と
き
に
、

樹
木
と
同
じ
よ
う
な
年
輪
を
作
り
ま
す
。

そ
の
年
輪
を
数
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
達

は
巨
大
ハマ
サ
ン
ゴ
の
年
齢
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ハマ
サ
ン
ゴ
は
丸
い
形
を
し
て

い
る
の
で
、
と
て
も
年
輪
が
見
や
す
い
サ
ン

ま
で
の
年
輪
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
喜
界
島
の
ハマ
サ
ン
ゴ
の
年
輪
を

観
察
す
る
と
、
年
間
1 

㌢
く
ら
い
成
長

し
て
い
る
の
で
、
４
㍍
だ
と
約
４
０
０
歳

と
い
う
よ
う
に
年
齢
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
喜
界
島
に
は
も
っ
と
簡
単
に
ハ

マ
サ
ン
ゴ
の
年
輪
を
見
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
荒
木
、
花
良
治
、
塩
道
長
浜
、

志
戸
桶
…
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
巨

大
ハ
マ
サ
ン
ゴ
の
化
石
で
す
。
大
き
な
岩

だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
実
は
ハ
マ
サ

ン
ゴ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
サ
ン
ゴ
で
あ
れ

ば
年
輪
が
観
察
で
き
る
は
ず
で
す
。
海

に
入
れ
な
い
季
節
に
は
陸
上
で
ハ
マ
サ
ン

ゴ
の
化
石
を
探
し
て
、
海
の
中
を
想
像

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〜
お
知
ら
せ
〜

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

　

研
究
所
の
活
動
を
こ
ち
ら
で
も
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
RL : kikaireefs.org

ゴ
で
す
。
輪
切
り
に
す
る
と
切
り

株
の
よ
う
な
美
し
い
年
輪
が
見
え

る
は
ず
で
す
が
、
巨
大
で
海
の
中

に
い
る
の
で
な
か
な
か
切
れ
な
い
で

す
ね
。
な
に
よ
り
切
って
し
ま
う
の

は
可
哀
想
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た

ち
研
究
者
は
ハマ
サ
ン
ゴ
の
て
っぺ
ん

か
ら
底
ま
で
、
直
径
５ 

㌢
ほ
ど
の

小
さ
い
孔
を
あ
け
て
、
細
い
柱
状

の
試
料
（
コ
ア
）
を
採
取
し
ま
す
。

そ
の
コ
ア
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
と

る
と
、
今
生
き
て
い
る
表
面
（
現

在
）
か
ら
サ
ン
ゴ
が
産
ま
れ
た
こ
ろ
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弓
道
女
子
が
３
連
覇
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
女
子

個
人
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
〜
地
区
高
校
総
体
〜

２
０
１
５
年
大
島
地
区
高
校
体
育
大

会
が
こ
の
ほ
ど
群
島
内
各
会
場
で

開
催
さ
れ
た
。

　

奄
美
市
名
瀬
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
弓

道
競
技
に
喜
界
高
校
女
子
弓
道
部
（
木
塲

亮
太
顧
問
・
部
員
数
６
人
）
が
出
場
し
た
。

　

同
校
部
員
は
、
全
員
一
年
生
で
皆
が
初

心
者
。
弓
道
を
始
め
て
わ
ず
か
５
ヶ
月
で

大
会
に
臨
ん
だ
。
個
人
で
１
位
か
ら
３
位

を
総
な
め
す
る
予
想
外
の
快
進
撃
で
、
ひ

し
め
く
強
豪
た
ち
を
抑
え
見
事
優
勝
。
３

連
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

　

幸
田
千
波
主
将
は
「
１
巡
目
は
初
め
て

の
大
会
出
場
と
３
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

か
ら
く
る
緊
張
で
２
中
に
終
わ
っ
た
が
、

２
、３
巡
目
は
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
７
中
。

記
録
は
合
計
16
中
で
、
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
は
県
大
会
で
３
位
以
内
に
入
り
、
九
州優勝旗を片手に喜ぶ女子弓道部員

大
会
に
出
場
し
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　

奄
美
市
名
瀬
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
同
校
女
子
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
部
（
下
園
哲
弘
顧
問
・
部
員
数
10

人
）
が
出
場
し
、
上
園
田
さ
く
ら
・
樋
口

葵
ペ
ア
が
個
人
ダ
ブ
ル
ス
の
部
で
優
勝
し

た
。

　

予
選
を
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
上
が
っ

た
２
人
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
順
調
に

勝
ち
上
が
り
決
勝
に
臨
ん
だ
。
決
勝
の
相

手
は
沖
永
良
部
高
校
の
実
力
派
、
皆
吉
・

山
本
ペ
ア
。
第
１
ゲ
ー
ム
、
相
手
の
早
い
展

開
で
進
め
る
攻
撃
を
交
わ
し
、
相
手
の
リ

ズ
ム
を
崩
し
ゲ
ー
ム
を
先
取
。
２
ゲ
ー
ム
は

相
手
が
気
迫
の
プ
レ
イ
で
奪
い
返
し
た
。
３

ゲ
ー
ム
は
、
逆
転
に
次
ぐ
逆
転
で一進
一退
の

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
た
が
息
の
合
っ
た
プ
レ

イ
で
制
し
、
優
勝
に
輝
い
た
。

　

上
園
田
さ
ん
は
「
大
会
前
は
男
子
と
組

ん
で
速
い
攻
撃
に
対
応
す
る
練
習
を
し
た

成
果
も
あ
り
優
勝
で
き
た
。
次
は
県
ベ
ス

ト
４
に
入
れ
る
よ
う
に
も
っ
と
練
習
し
た

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

優勝を喜ぶ上園田さん（左）と樋口さん（右）

➏

美
術
家
団
体
・
公
益
社
団
法
人
二
科

会
（
東
京
都
新
宿
区
）
が
主
催
す
る

『
第
１
０
０
回
記
念
二
科
展
』
が
９
月
２

日
〜
14
日
ま
で
六
本
木
・
国
立
新
美
術
館

で
行
わ
れ
、
小
野
津
在
住
の
原
田
幸
治
さ
ん

（
64
才
）
が
絵
画
部
に
初
出
展
し
た
２
作

品
の
う
ち
「
海
辺
の
群
像
」
が
初
入
選
を

果
た
し
た
。
こ
の
作
品
は
小
野
津
の
ま
ぐ

み
広
場
で
料
理
す
る
集
落
民
を
描
い
た
も

も
の
で
、製
作
期
間
は
６
ヶ
月
を
費
や
し
た
。

　

原
田
さ
ん
は
、
幼
少
期
を
小
野
津
で
過

ご
し
、
小
学
生
時
代
の
恩
師
が
き
っ
か
け
で

絵
の
面
白
さ
を
知
る
。
そ
の
後
、
一
家
で
上

阪
。
名
門
・
武
蔵
野
美
術
大
学
に
進
学
。

就
職
し
て
か
ら
は
い
く
つ
か
の
絵
画
団
体
に

所
属
し
な
が
ら
、
プ
ロ
画
家
の
登
竜
門
と
い

わ
れ
る
現
代
洋
画
精
鋭
選
抜
展
で
大
賞
・

金
賞
を
受
賞
し
た
高
藤
義
雄
さ
ん
に
師

事
。
14
年
前
に
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
３
年
前

か
ら
公
民
館
講
座
・
絵
画
教
室
の
講
師
を

務
め
て
い
る
。

　

二
科
展
に
出
展
し
た
理
由
に
つ
い
て
原

田
さ
ん
は
「
講
座
の
生
徒
か
ら
の
後
押
し

が
大
き
い
。
挑
戦
す
る
な
ら
影
響
を
受
け

た
佐
伯
祐
三
（
大
正
〜
昭
和
初
期
の
画

家
）
が
出
展
し
て
い
た
二
科
展
が
い
い
と

思
っ
た
」
と
話
し
、
入
選
に
つ
い
て
「
趣

味
で
油
絵
を
描
い
て
き
た
が
、
二
科
展
に

挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
。
こ
の
機
会
を
後
押
し
し
て
く

れ
た
生
徒
達
に
も
感
謝
し
た
い
。
今
回
は

入
選
だ
っ
た
が
、
さ
ら
に
上
位
の
賞
が
取

れ
る
よ
う
、
も
っ
と
大
き
な
作
品
に
挑
戦

し
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

原
田
幸
治
さ
ん
（
画
号
・
原
田
雪
治
）

が
二
科
展
で
入
選
！

受賞作『海辺の群像』

二科展の冊子に載った原田さんの作品
（左下）と入選通知書

T
o
p
i
c
s　

i n　

K
I
K
A
I
J
I
M
A
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南
国
超
人
が
快
勝
！　

次
は
優
勝
ベ
ル
ト

を
懸
け
東
京
ド
ー
ム
戦（
12
／
１
）に
挑
戦

シ
ュ
ー
ト
ボ
ク
シ
ン
グ
の
国
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト

『SH
O
O
T
 BO

X
IN

G 2015

〜SB30th 
A
nniversary

〜act.4

』
が
こ
の
ほ
ど
、

後
楽
園
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会

に
は
、
ヘ
ビ
ー
級
の
部
に
坂
嶺
出
身
の
岩

下
雅
大
選
手
（
リ
ン
グ
ネ
ー
ム 

南
国
超

人
）
が
登
場
し
、
川
口
雄
介
選
手
（
元
Ｄ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
メ
ガ
ト
ン
級
王
者
）
に
３
ラ
ウ
ン

ド
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
見
事
勝
利
を
飾
っ
た
。

　

序
盤
か
ら
得
意
の
右
の
ロ
ー
キ
ッ
ク
を

効
か
せ
試
合
を
優
位
に
進
め
た
南
国
超
人

は
、
最
後
は
パ
ン
チ
の
連
続
攻
撃
で
圧
倒

し
川
口
選
手
を
マ
ッ
ト
に
沈
め
た
。

　

次
は
今
年
12
月
1
日
、
東
京
ド
ー
ム

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
ヘ
ビ
ー
級

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
、
念
願
の
優
勝

ベ
ル
ト
に
挑
む
。

ローキックを浴びせる南国超人（左）【提供写真】

本
町
出
身
の
音
楽
家
・
久
保
賢
男
氏

の
資
料
を
町
民
ら
に
公
開
！

町
文
化
協
会
会
員
の
北
島
公
一
さ
ん
、

髙
坂
嘉
孝
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
荒

木
出
身
の
音
楽
家
・
久
保
賢け

ん
お男

氏
の
活
動

資
料
を
整
理
し
、
町
教
育
委
員
会
へ
引
き

渡
し
た
。
資
料
は
、
遺
族
か
ら
町
へ
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
町
民
や
音
楽
関
係
者
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
創
作
、
民
謡
な
ど

の
分
野
別
に
整
理
し
た
。
今
後
は
中
央
公

民
館
で
管
理
さ
れ
る
。

　

２
人
は
「
資
料
を
見
て
久
保
氏
の
功
績

を
知
り
、
我
々
町
民
の
誇
り
と
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
う
。
今
後
は
様
々
な
場
面
で
彼

の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
島
の
空
に
鳴
り
響
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
し
て
い
る
。

　

久
保
さ
ん
は
県
本
土
を
中
心
に
、
奄
美

･

沖
縄
の
民
謡
・
民
話
の
採
取
し
、
わ
ら

べ
唄
や
各
学
校
の
校
歌
等
を
作
曲
。
日
本

音
楽
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
。

（
報
告
：
北
島
公
一
さ
ん
）

貴重な資料は段ボール６箱分にもなった

Kikaij ima information

　島中集落の農道に９月下旬、ど根性スイカ
が出現し集落民の話題となっている。
　発見したのは同集落在住の東文敏さん。すぐ近
くには東さんの畑があり、農作業に向かう途中に、
雑草に埋もれている直径約 10㌢だったスイカを同月
上旬に見つけたという。それからも少しずつ成長し、
写真を撮影した時には大きさは直径約 20㌢ほどに
なっていた。このスイカは後日、東さんが食べたそ
うだが意外と甘みがあり、おいしかったのだという。

　本町が日本一の収穫量を誇る白ゴマが９月
中旬、収穫最盛期を迎えた。
　町農業振興課担当者によると、当初は約 60
㌧の収穫を見込んでいたが、播種時期の５、
７月の台風が影響したことなどから約 20㌧に
下方修正した（昨年実績は 16㌧で４㌧増の予
定）。品質は例年通り。
　健康食材としてもメディア等で紹介され、
島民自慢の白ゴマ。来年の豊作を期待したい。

©Shoot　Boxing©Shoot　Boxing
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あ
ゆ
み
・
の
ぞ
み

幼
稚
園
で
運
動
会

が
開
催
！

釣り自慢募集!!

催

あゆみ幼あゆみ幼 あゆみ幼あゆみ幼

あゆみ幼あゆみ幼あゆみ幼あゆみ幼のぞみ幼のぞみ幼

のぞみ幼のぞみ幼のぞみ幼のぞみ幼のぞみ幼のぞみ幼
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☎

目
指
す
姿

「
心
豊
か
に
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
喜
界
町
」

〜
支
え
支
え
ら
れ

元
気
で
長
生
き
〜

　

空
気
が
乾
燥
し
、
人
の
出
入
り

が
多
く
な
る
年
末
か
ら
年
明
け
に

か
け
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
者
が
増
え
始
め
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種

後
、
２
週
間
か
ら
５
ヶ
月
程
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
行
し
始
め

る
前
に
は
、
免
疫
を
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　

①
喜
界
町
に
住
民
票
の
あ
る

　
　

65
歳
以
上
の
方

　

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

不
全
等
の
病
気
で
身
障
手
帳

１
・
２
級
を
お
持
ち
の
方

【
実
施
期
間
】

　

平
成
27
年
11
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で

★
流
行
前
に
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に

12
月
末
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
接
種
回
数
】
１
回

【
費
用
】
窓
口
で
の
自
己
負
担
：

千
円
（
公
費
負
担
：
２
５
０
０
円

を
町
が
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま

す
。）

　

9
月
24
日
（
木
）
役
場
町
長
室

に
お
い
て
、
８
０
２
０
運
動
達

成
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
０
２
０
運
動
と
は
、
80
歳
ま
で

自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
ち
ま

し
ょ
う
と
い
う
運
動
で
す
。
今
年

度
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
荒

木
集
落
の
菊
地
文
子
さ
ん
で
す
。

菊
地
さ
ん
は
、
81
歳
で
26
本
の
歯

を
保
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

つ
い
最
近
ま
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を

食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で

す
。
今
で
も
ト
ー
マ
ミ
ー
の
炒
っ

た
も
の
も
バ
リ
バ
リ
召
し
上
が
る

そ
う
で
す
。
本
当
に
お
元
気
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
口
か
ら
お
い

し
く
食
べ
物
を
頂
け
る
と
い
う
の

は
健
康
の
基
本
で
す
。
私
た
ち
も

　

す
べ
て
の
感
染
症
予
防
の
基
本

は
、
手
洗
い
・
う
が
い
で
す
。

　

食
事
の
前
・
外
か
ら
帰
宅
し
た

時
・
手
が
汚
れ
た
時
な
ど
は
、
必

ず
手
洗
い・う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
県
「
た
ば
こ
の
煙
の
な

い
お
店
」
の
登
録
店
「
カ
フ
ェ
・

グ
ラ
ン
ソ
レ
」さ
ん
の
紹
介
で
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
で
お
客
さ
ん
に

不
快
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、

ケ
ー
キ
や
紅
茶
の
香
り
を
ゆ
っ
く

り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
お
店

の
心
遣
い
か
ら
、
店
内
は
全
席
禁

煙
で
す
。
受
動
喫
煙
の
心
配
も
な

い
の
で
安
心
し
て
く
つ
ろ
げ
ま

す
。

【
カ
フ
ェ
・
グ
ラ
ン
ソ
レ
】

　

営
業
時
間

　

午
前
10
：
00
〜
午
後
6
：
00

　
　
　
　

☎ 

６
５
ー
３
０
８
１

８
０
２
０
を
目
指
し
て
お
口
を

元
気
に
保
ち
ま
し
ょ
う
！

　

現
在
、私
た
ち
の
喜
界
町
は
、

国
・
県
平
均
よ
り
平
均
寿
命
が

低
く
、
男
性
の
早
世
（
65
歳
未

満
の
死
亡
）
も
多
く
、
ま
た
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

人
の
割
合
も
県
内
で
上
位
を
占

め
る
な
ど
健
康
状
態
の
悪
化
が

と
て
も
心
配
な
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
町
内
の
各
団
体
の
ご

意
見
も
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
計
画
「
健
康
き
か
い
21
」
を

策
定
し
ま
し
た
。（
今
後
、
各

家
庭
に
簡
易
版
を
配
布
予
定
で

す
。）

　
「
す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
」
で

も
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
、

仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
み

た
い
こ
と
を
少
し
ず
つ
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

※ 

対
象
の
方
は
、
問
診
票
を
ご
記
入

の
上
、
接
種
時
に
医
療
機
関
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

★
任
意
の
予
防
接
種

65
歳
未
満
の
方
で
②
以
外
の
場
合
で

も
全
額
自
己
負
担
で
、
接
種
で
き
ま

す
。
13
歳
未
満
は
２
回
接
種
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
島
内
実
施
機
関
】　　
　

・
前
川
医
院　
　
　
　
　
　
　

　

要
予
約
。土
日
も
接
種
で
き
ま
す
。

・
徳
洲
会
病
院

　

要
予
約
。（
通
院
中
の
方
は
、
予

　

約
不
要
）

　

期
間
：
平
成
27
年
11
月
４
日
〜

　

平
成
28
年
１
月
29
日

・
喜
界
国
保
診
療
所

　

要
予
約
。
診
療
の
際
に
限
り
接

　

種
可
能
。

※ 

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
長
寿
の
島
が
危
な
い
!?
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「
平
成
28
年
喜
界
町
成
人
式
」
参
加
申
し

込
み
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
１
月
２
日
（
土
）
に
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
喜
界
町
成

人
式
を
行
い
ま
す
。
該
当
者
は
平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
生
涯
学
習
課
６
５
―
３
６
８
２

【
寿
】
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞（
前
期
）表
彰
式

　

10
月
19
日
（
月
）
に
平
成
27
年
度
「
豊

か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
（
前
期
）」

の
表
彰
式
が
喜
界
町
役
場
多
目
的
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
「
言
葉
を
学

ぶ
」「
感
性
を
磨
く
」「
表
現
力
を
高
め
る
」

「
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
」
等
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
喜
界
町
教
育
委
員

会
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
こ
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
７
年
目
に

な
り
ま
す
。

「
多
読
者
の
部
」
は
、
前
期
（
４
月
〜
９

月
）
に
、
喜
界
町
内
小
１
〜
中
３
ま
で
の

「
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
」
は
、

４
〜
８
月
ま
で
に
児
童
・
生
徒
が
書
い
た

読
書
感
想
文
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
各

学
年
の
最
優
秀
賞
を
読
書
大
賞
と
し
ま
し

た
。

※　

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

                  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
多
読
者
賞
の
部
】

下
園
琴
音（
喜
界
小
１
年
）都　

瞭
菜（
早
町
小
２
年
）

中
村
吏
里（
喜
界
小
３
年
）西
山
明
里（
早
町
小
４
年
）

中
島　

天（
早
町
小
５
年
）伊
藤
心
悠（
早
町
小
６
年
）

碇
山
東
子（
喜
界
中
１
年
）竹
内
桃
香（
喜
界
中
２
年
）

叶
眞
優
希
（
喜
界
中
３
年
）

【
読
書
感
想
文
の
部
】

嶺
日
茉
莉（
喜
界
小
１
年
）吉
永
悠
斗（
喜
界
小
２
年
）

尾
﨑　

駿（
喜
界
小
３
年
）基
な
ご
み（
喜
界
小
４
年
）

濵
井
祐
志（
喜
界
小
５
年
）吉
行
朝
陽（
喜
界
小
６
年
）

盛　

友
愛（
喜
界
中
１
年
）中
澤
夏
蓮（
喜
界
中
２
年
）

値　

和
徳
（
喜
界
中
３
年
）

★
受
賞
者
の
感
想
★　

　

喜
界
小
学
校
１
年
生
の
嶺　

日
茉
莉
さ
ん

「
は
じ
め
て
読
書
感
想
文
を
書
い
て
大
賞
で

賞
状
を
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

早
町
小
学
校
４
年
生
の
西
山　

明
里
さ
ん

「
み
ん
な
の
前
で
多
読
者
賞
を
い
た
だ
い

て
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。
わ
た
し

は
読
書
が
大
好
き
で
す
。
図
書
館
に
は
い

ろ
い
ろ
な
本
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

伝
記
や
物
語
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
本
を
読

み
た
い
で
す
。」

喜
界
中
学
校
３
年
生
の
値　

和
徳
く
ん

「
勉
強
の
空
い
た
時
間
や
学
校
で
毎
朝
取

り
組
ん
で
い
る
『
読
書
タ
イ
ム
』
で
さ
ら

に
読
書
に
取
り
組
み
、
将
来
社
会
に
出
て

恥
ず
か
し
く
な
い
語
学
力
、
表
現
力
を
身

に
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

12
月
４
日（
金
）か
ら
10
日（
木
）は

　
　
　
　
　
　
　
　
「
人
権
週
間
」
で
す

　

す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
い
き
る
た
め

に
は
、
様
々
な
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解

し
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

人
権
問
題
を
通
し
て
、
自
分
自
身
や
家
族

さ
ら
に
周
囲
の
人
の
人
権
に
つ
い
て
も
認

識
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
築
き
挙
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

☆
重
点
目
標

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
「
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　

相
手
の

気
持
ち
」「
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
」

☆
強
調
事
項

　

①
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
。

　

②
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

　

③
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

　
　

う
。

　

④
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

　
　

を
実
現
し
よ
う
。

　

⑤
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

　

⑥
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

　
　

め
よ
う
。

　

⑦
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
。

　

⑧
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

　
　

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
。

　

⑨
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

　
　

偏
見
を
な
く
そ
う
。　

　
　
　
　

　

⑩
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

　
　

配
慮
し
よ
う
。

　

⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

　
　

侵
害
を
止
め
よ
う
。

　

⑫
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
問
題
に
対

　
　

す
る
認
識
を
深
め
よ
う
。

　

⑬
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

　
　

そ
う
。

　

⑭
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

　
　

く
そ
う
。

　

⑮
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

　
　

な
く
そ
う
。

　

⑯
人
身
取
引
を
な
く
そ
う
。

　

⑰
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問

　
　

題
に
取
り
組
も
う
。

児
童
・
生
徒
を

対
象
に
、
喜
界

町
図
書
館
や
、

学
校
図
書
館
、

各
学
級
文
庫
で

借
り
た
本
の
個

人
の
総
数
を
集

計
し
、
各
学
年

の
中
で
、
最
も

本
を
借
り
た
子

ど
も
を
「
読
書

大
賞
」
と
し
ま

し
た
。
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【
１
０
０
ｍ
走
５
年
女
子
】

　

①
山
元　

千
波（
喜
界
）15
秒
７

　

②
勇　

美
玲（
喜
界
）16
秒
０

　

③
吉
留　

楓
花（
喜
界
）16
秒
５

　

③
中
島　

天（
早
町
）16
秒
５

【
１
０
０
ｍ
走
５
年
男
子
】

　

①
益
田　

咲
真（
喜
界
）15
秒
２

　

②
辻
﨑　

智
大（
喜
界
）15
秒
４

　

③
中
山　

龍
昇（
早
町
）15
秒
６

【
１
０
０
ｍ
走
６
年
女
子
】

　

①
若
松
す
み
れ（
早
町
）15
秒
３

　

②
中
島　

杏（
早
町
）15
秒
９

　

③
中
村　

友（
喜
界
）16
秒
４

【
１
０
０
ｍ
走
６
年
男
子
】

　

①
喜
島　

健
太（
喜
界
）14
秒
０

　

②
岩
松　

敬
志（
喜
界
）14
秒
２

　

②
揃
江　

翔
大（
喜
界
）14
秒
２

【
走
り
幅
と
び
５
年
女
子
】

　

①
川
畑　

萌
愛（
喜
界
）３
㍍
16
㌢

　

②
中
谷　

巴
音（
喜
界
）２
㍍
83
㌢

　

③
藤
原　

凜（
喜
界
）２
㍍
80
㌢

【
走
り
幅
と
び
５
年
男
子
】

　

①
大
塚　

勇
士（
喜
界
）３
㍍
36
㌢

　

②
梅
原　

笙（
早
町
）３
㍍
22
㌢

　

③
中
山　

龍
昇（
早
町
）３
㍍
21
㌢

【
走
り
幅
と
び
６
年
女
子
】

　

①
都　

千
聡（
早
町
）３
㍍
23
㌢

　

②
俊
山　

里
穂（
喜
界
）３
㍍
６
㌢

　

③
今
井　

有
夏（
喜
界
）３
㍍
４
㌢

【
走
り
幅
と
び
６
年
男
子
】

　

①
富
田　

楓
河（
早
町
）３
㍍
82
㌢

　

②
豊
原　

天
平（
喜
界
）３
㍍
57
㌢

　

③
吉
行　

朝
陽（
喜
界
）３
㍍
54
㌢

【
走
り
高
と
び
５
年
女
子
】

　

①
岩
井　

桃
花（
喜
界
）１
０
０
㌢

　

①
山
元　

千
波（
喜
界
）１
０
０
㌢

　

①
吉
留　

楓
花（
喜
界
）１
０
０
㌢

【
走
り
高
と
び
５
年
男
子
】

　

①
市
來
崎　

暉
知（
喜
界
）１
０
５
㌢

　

①
辻
﨑　

智
大（
喜
界
）１
０
５
㌢

　

①
大
塚　

七
海
翔（
早
町
）１
０
５
㌢

【
走
り
高
と
び
６
年
女
子
】

　

①
中
島　

杏（
早
町
）１
１
５
㌢

　

②
勇
元　

亜
美（
喜
界
）１
０
５
㌢

　

③
文
園　

は
な（
早
町
）95
㌢

　

③
前
川　

さ
く
ら（
喜
界
）95
㌢

【
走
り
高
と
び
６
年
男
子
】

　

①
岩
松　

敬
志（
喜
界
）１
２
０
㌢

　

②
喜
島　

健
太（
喜
界
）１
１
５
㌢

　

②
野
間　

慎
也（
喜
界
）１
１
５
㌢

【
８
０
０
ｍ
走
５
年
女
子
】

　

①
黒
田　

杏
菜（
喜
界
）３
分
４
秒
４

　

②
新
田　

菜
愛（
早
町
）３
分
７
秒
３

　

③
岩
井　

桃
花（
喜
界
）３
分
23
秒
４

【
８
０
０
ｍ
走
５
年
男
子
】

　

①
盛　

聖
也（
喜
界
）３
分
０
秒
０

　

②
竹
下　

慎
之
佑（
早
町
）３
分
０
秒
９

　

③
浜
岡　

獅
童（
早
町
）３
分
３
秒
３

【
８
０
０
ｍ
走
６
年
女
子
】

　

①
池
田　

奈
桜（
早
町
）３
分
７
秒
３

　

②
山
元　

亜
耶（
早
町
）３
分
13
秒
５

　

③
前
川　

さ
く
ら（
喜
界
）３
分
17
秒
９

【
８
０
０
ｍ
走
６
年
男
子
】

　

①
富
田　

楓
河（
早
町
）２
分
39
秒
２

　

②
横
山　

一
斗（
喜
界
）２
分
45
秒
７

　

③
冨　

健
心（
喜
界
）２
分
51
秒
８

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
６
年
女
子
】

　

①
中
村　

友（
喜
界
）11
秒
７

　

②
俊
山　

里
穂（
喜
界
）11
秒
８

　

③
若
松
す
み
れ（
早
町
）12
秒
２

【
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル
走
６
年
男
子
】

　

①
浜
田　

叶
夢（
早
町
）10
秒
８

　

②
德
田　

歩
夢（
喜
界
）11
秒
５

　

③
冨　

健
心（
喜
界
）11
秒
６

【
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
５
年
女
子
】

　

①
喜
界
小　

１
分
６
秒
５（
山
元
千
波
・

　
　

川
畑
萌
愛
・
黒
田
杏
菜
・
勇
美
玲
） 

　

②
喜
界
小　

１
分
９
秒
４（
深
水
彩
花
・

　
　

梅
田
唯
音
・
吉
留
楓
花
・
藤
原
凜
）

　

③
早
町
小　

１
分
９
秒
７（
中
島
天
・

　
　

西
岡
葉
月
・
新
田
菜
愛
・
吉
田
光
里
）

【
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
５
年
男
子
】

　

①
喜
界
小　

１
分
４
秒
３（
益
田
咲
真
・

　
　

都
駿
也
・
辻
﨑
智
大
・
相
良
駿
希
） 

 

　

②
早
町
小　

１
分
５
秒
７（
中
山
龍
昇
・

　
　

浜
岡
獅
童・大
塚
七
海
翔・竹
下
慎
之
佑
）

　

③
喜
界
小　

１
分
８
秒
９（
德
田
来
夢
・

　
　

岩
崎
歓
輝・三
幸
大
将・市
來
崎
暉
知
）

【
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
６
年
女
子
】

　

①
早
町
小  
１
分
５
秒
８（
若
松
す
み
れ・

　
　

池
田
奈
桜
・
都
千
聡
・
中
島
杏
）

　

②
喜
界
小　

１
分
７
秒
５（
俊
山
里
穂
・

　
　

中
村
友
・
前
川
さ
く
ら
・
喜
島
千
尋
）

 

平
成
27
年
度
第
49
回
喜
界
町

　

小
学
校
陸
上
記
録
会
結
果

【
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
６
年
男
子
】

　

①
早
町
小  

１
分
２
秒
６（
富
田
楓
河
・

　
　

浜
岡
玲
王
・
米
盛
真
央
・
浜
田
叶
夢
） 

　

②
喜
界
小  

１
分
６
秒
24（
喜
島
健
太
・

　
　

横
山
一
斗
・
岩
松
敬
志
・
揃
江
翔
大
）

　

③
喜
界
小　

１
分
７
秒
９（
冨
健
心
・

　
　

賀
村
雄
一郎・豊
島
弘
太・吉
行
朝
陽
）

　

開
催
日　
　

10
月
15
日

　

開
催
場
所　

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
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◆試 験 名 　初級（高校卒業程度）
◆試験区分　 幼稚園教諭（有資格者）
　　　　　　　保育士（有資格者）
　　　　　　　保健師（有資格者）
◆採用人員　　幼稚園教諭　若干名
 　保育士　　　若干名
 　保健師　　　若干名
◆受験資格
　幼稚園教諭
　幼稚園教諭資格免許を有する満 35歳までの者、又は平成 28年 3月までに当該資格
　免許を取得できる者
　保育士
　保育士資格免許を有する満 35歳までの者、又は平成 28年 3月までに当該資格免許
　を取得できる者
　保健師
　保健師資格免許を有する満 50歳までの者、又は平成 28年 3月までに当該資格免許
　を取得できる者

＊同一年度、同試験区分での受験はできません＊同一年度、同試験区分での受験はできません

◆採用試験日時・会場・内容
　平成 28年 1月24日（日）・午前９時より
　役場２階委員会室
　教養試験・作文試験・適性検査・面接
◆申し込み受付け期間
　平成 27年 12月1日（火）～
　平成 28年 1月8日（金）※土日を除く
　＊郵送の場合　平成28年 1月8日の当日
　消印有効
◆問い合わせ先
　 役場総務課（0997-65-1111） 

喜界町役場新規採用試験
２次募集

　平成28年度 喜界町職員採用試験（2次募集）を次のとおり行います。
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裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年

５
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
平

成
26
年
に
は
、
６
９
３
８
人
の

方
が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
期
間
に

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
裁
判
員

裁
判
は
合
計
１
１
３
１
件
で

す
。）。

　

国
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な

参
加
に
よ
り
、
裁
判
員
制
度
は

円
滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り
立

た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

☆ 

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通

知
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
の
裁
判
員
候
補
者

☆ 

裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き

る
ま
で

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作

為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
人
数
は
、
予
想
さ
れ
る

裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
の
数
な

ど
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す

が
、
平
成
28
年
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で
約

22
万
９
２
０
０
人
で
す
（
選
挙

人
名
簿
登
録
者
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
約
４
５
４
人
に
１

人
）。

☆
調
査
票
に
つ
い
て

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
に
は
、
名
簿
記
載
通

知
の
ほ
か
、
調
査
票
を
お
送
り

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ

ろ
か
ら
平
成
29
年
２
月
こ
ろ
ま

で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ

も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま

だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候

補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
（
実
際
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）。

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候

補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把

握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内

容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て
明

ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場

合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の

ご
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お

送
り
す
る
も
の
で
す
の
で
、
お

尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら

な
い
方
は
、
返
送
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
調
査
票
で
お
尋
ね
す
る
こ
と

　

調
査
票
で
は
、
①
裁
判
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
業
に

就
い
て
い
る
か
、
②
１
年
を
通

じ
て
の
辞
退
希
望
の
有
無
・
理

由
、
③
月
の
大
半
に
わ
た
っ
て

裁
判
員
と
な
る
こ
と
が
困
難
な

特
定
の
月
に
お
け
る
辞
退
希
望

の
有
無
・
理
由
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

・ 

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時

期
に
つ
い
て　

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時

期
や
期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を

設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し

出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際

の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る
質
問

票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
、
裁
判
の
当
日
（
選

任
手
続
時
）
に
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

☆ 

裁
判
員
裁
判
に
参
加
さ
れ
た
裁

判
員
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

　

裁
判
員
裁
判
に
参
加
さ
れ
た
裁

判
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

よ
れ
ば
、
参
加
す
る
前
は
、「
あ

ま
り
や
り
た
く
な
か
っ
た
」
又

は
「
や
り
た
く
な
か
っ
た
」
と
回

答
さ
れ
た
方
が
合
計
49
・
３
％
に

上
っ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
し
た

後
で
は
、
合
計
95
・
９
％
の
方
が

「
非
常
に
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」

又
は
「
よ
い
経
験
と
感
じ
た
」
と

回
答
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成
26
年

度
）。

　

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

は
、
裁
判
員
制
度
の
実
施
状
況
の

ほ
か
、
各
地
方
裁
判
所
の
裁
判
員

裁
判
の
情
報
、
裁
判
員
制
度
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
、
様
々
な
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.saibanin.courts.

go.jp/

※ 

名
簿
記
載
通
知
や
調
査
票
、
辞

退
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

事
由
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
こ

ち
ら
へ
ど
う
ぞ

http://w
w
w
.courts.go.jp/

※ 

各
地
の
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
へ
は
、
こ
ち
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
よ
り
ど
う
ぞ

裁
判
員
制
度
〜　

ま
も
な
く
名

簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

暮らしの情報 インフォメーション

名簿記載通知（平成 26年 11月送付分）

名簿記載通知の発送用封筒（平成 26年 11月送付分）
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当
校
で
は
、
平
成
28
年
度
の

一
般
入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】
電
気
設
備
科　

定
員
20
名　

訓
練
期
間
２
年

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
卒
業

者
（
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

【
願
書
受
付
】
Ｂ
日
程
…
平
成

27
年
12
月
４
日
（
金
）
ま
で　

Ｃ
日
程
…
平
成
28
年
１
月
15
日

（
金
）
ま
で

【
試
験
日
】
Ｂ
日
程
…
平
成
27

年
12
月
11
日
（
金
）　

Ｃ
日
程

…
平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
総

合
問
題
）
及
び
面
接

【
試
験
会
場
】
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】
Ｂ
日
程
…
平
成

27
年
12
月
18
日
（
金
）　

Ｃ
日

程
…
平
成
28
年
２
月
４
日（
木
）

※
寄
宿
舎
を
完
備
し
て
お
り
、

遠
隔
地
か
ら
の
入
校
も
可
能
で

す
。
離
転
職
者
の
方
は
、
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
訓
練
手
当
等

を
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
立
鹿
屋

高
等
技
術
専
門
校　

鹿
屋
市
川

西
町
３
４
８
２　

☎
０
９
９
４

（
４
４
）
８
６
７
４

※　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
労
働

保
険
事
務
組
合
（
商
工
会
等
）

に
そ
の
事
務
手
続
き
を
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
保
険
事

務
組
合
が
事
業
主
に
代
わ
っ
て

手
続
き
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
労
働
保
険
料
の
分
納
が
で

き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
こ
と
に
つ
い
て
は

（
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
）

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

０
９
９
７
（
５
２
）
０
５
７
４

（
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
）

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所

０
９
９
７
（
５
２
）
４
６
１
１

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
未
利
用
と
な
っ
た

県
有
財
産
（
土
地
・
建
物
）
に

つ
い
て
、
随
時
、
購
入
の
申
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

売
却
す
る
県
有
財
産
の
所
在

地
お
よ
び
売
払
価
格
、
申
込
み

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

個
人
事
業
主
や
法
人
を
問
わ

ず
、
事
業
主
は
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
パ
ー
ト

雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で

あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
労
働

保
険
（
労
働
保
険
・
雇
用
保
険
）

へ
の
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
早
急
に
手
続
き

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険
と
は

　

労
働
者
が
業
務
上
の
災
害
や

通
勤
途
中
の
災
害
に
よ
っ
て
負

傷
、
疾
病
、
生
涯
、
あ
る
い
は
不

幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
被

災
労
働
者
や
遺
族
の
生
活
を
保

護
し
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る

事
業
を
行
う
制
度
で
す
。
ま
た
、

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
と
は

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や

職
業
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合

に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用

の
安
定
と
、
再
就
職
を
促
進
す

る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
に
対

し
て
の
各
種
助
成
金
の
支
給

や
、
失
業
の
予
防
、
雇
用
構
造

の
改
善
等
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
庁
財

産
活
用
対
策
室
☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
１
６
９

E
-m

ail:z-zaisan@
pref.

kagoshim
a.lg.jp

　

県
で
は
、
11
月
か
ら
1
月
ま

で
を
「
県
下
一
斉
給
与
差
押
え

徴
収
強
化
期
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
主
に
自
動
車
税
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
で
、
今

後
の
納
付
計
画
な
ど
に
つ
い
て

の
連
絡
や
相
談
が
な
い
方
に
対

し
て
、
給
与
の
差
押
え
に
取
り

組
む
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
県
地
域
振
興
局
や

支
庁
が
、
勤
務
先
へ
給
与
の
照

会
や
差
押
え
を
実
施
し
、
未
納

に
な
っ
て
い
る
自
動
車
税
の
徴

収
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
地
域
振
興
局
課
税
課

☎
０
９
９
（
８
０
５
）
７
２
４
６
、

７
２
４
７
、７
２
４
８
、７
２
４
９

大
島
支
庁
県
税
課
☎
０
９
９
７

（
５
７
）
７
２
２
５

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
入
校
者
募
集

11
月
か
ら
1
月
は
県
下
一
斉
給

与
差
押
え
徴
収
強
化
期
間
で
す

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う

労
働
保
険

県
有
財
産
売
却
の
お
知
ら
せ

暮らしの情報 インフォメーション
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☎

日時

場所

予定出展内容

　平成28年１月２日（土）に自然休養村管理センター
において喜界町成人式を行います。該当者は、平成
７年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた方と
なっております。　　　　　　　　　　　　　　　
参加希望の方は、下記まで申込をされますようお願
いします。
　　　　　　　　　　　記
【 申込場所 】教育委員会生涯学習課
【 申込締切 】平成27年12月11日（金）
【お問い合わせ】教育委員会生涯学習課
　　　　　　　 成人式担当：寿　満夫
　　　　　　　 ℡ ６５－３６８２

　各種の町税及び保険料の納付を口座振替にする
と…
①うっかり納め忘れる心配がない。
②現金を持ち歩く必要がない。
③金融機関等へ出かける手間がはぶける。
等の利点があるので、口座振替をぜひご利用くださ
い。
◎取扱税・保険料科目
・ 町県民税（住民税）、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保
険料
◎取扱金融機関
・ あまみ農業協同組合、奄美大島信用金庫、奄美信
用組合、ゆうちょ銀行、鹿児島銀行
◎手続き方法

Information from town 
・ 預金通帳、通帳届出印を準備して取扱金融機関の
窓口に提出してください。
◎問い合わせ先
喜界町役場　税務課　　　0997－ 65－ 3686
　　　　　　保健福祉課　0997－ 65－ 3685

　町税・国民健康保険税を納期内までに納税しない
ことを滞納といいます。町税・国民健康保険税を滞
納すると、町条例第19条の定めにより、納期限ま
でに納めていただいた方との公平性を保つため、本
来納めるべき税額の他に、延滞金も併せて納めてい
ただくことになります。
例１　平成27年 6月 30日納期限の国民健康保険
税50,000円を翌年の3月 31日納付した場合
延滞金　約3,000円

　喜界町の優良農地の維持及び遊休農地解消を目的
として、遊休農地解消対策事業を行っております。
　農業委員会が遊休農地と認めた農地の解消工事に
ついて助成金を交付いたします。
　　　　　　　　　　　(１反あたり３万５千円 )

◆ 詳しくは農業委員会（℡ ６５－３６９２）まで
お問い合わせください。

税務課からのお知らせ　１
［町税及び保険料の納付は口座振替で！］

税務課からのお知らせ　２
［延滞金の実施について］

農業委員会からのおしらせ
「農地は農地としての利用が求められています」

生涯学習課からのおしらせ
［平成 28年喜界町成人式参加申込について］

※荒れてしまった農地は、元の耕作できる状態
に戻すまでに大変な手間と労力がかかってしま
います。農業生産をさらに高めるため、また、
貴重な資源を維持していくためにも農地を有効
に利用していきましょう。
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　（電話相談窓口）
　みんなの人権１１０番
　　　　　　　　　　０５７０－００３－１１０
　子どもの人権１１０番
　　　　　　　　　　０１２０－００７－１１０
　女性の人権ホットライン
　　　　　　　　　　０５７０－０７０－８１０
　鹿児島地方法務局人権擁護課
　　　　　　　　　　０９９－２５９－０６８４
　鹿児島地方法務局奄美支局
　　　　　　　　　　０９９７－５２－０３７６
　８時30分から17時 15分まで
　土曜日・日曜日・祝日を除きます。
　子供の人権110番以外の通話料は、
　相談者のご負担となります。

　（インターネット人権相談受付窓口）
　パソコンから
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　携帯電話から
　http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html
　24時間受け付けております
　通信料は、相談者のご負担となります

国民年金保険料の納め忘れがある方へ
後納制度変更のお知らせ（過去 10年→５年に変更）
　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れがある
方は、申込みにより、平成 27年 10 月～平成 30
年９月までの３年間に限り、国民年金保険料を納め
ることができます（過去２年以内の未納分はこれま
で通り後納制度を利用しなくても納付可能）。過去
５年とは、納めようとする月前５年以内の期間です。
（例：H23年4月分は→H28年4月末まで納付可能）
後納制度利用のメリット
○ 不足期間の保険料を納めることより年金の受給資
格を得られる可能性があります。
○将来受け取る年金額が増額します。
ご利用いただける方
①  20歳以上 60歳未満の方で、５年以内に納め忘
れの期間（納付・免除以外）や未加入期間がある方。
②  60歳以上 65歳未満の方で、①の期間のほか任
意加入中に納め忘れの期間がある方。
③  65歳以上 70歳未満の方で、年金受給資格がな
く任意加入の方など。
※60歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている方

は申し込みできません。
申込みから納付までの手順
① 申込書に必要事項を記入して、役場年金係で受付
し年金事務所に提出。

② 年金事務所において申込書の審査を行い、承認後
に本人宛て通知書や納付書等が送付される。

③金融機関で納める。
※ 審査に時間がかかる事がありますので、相談・申し
込みは、期限に余裕をもって早めにお願いします。

（問い合わせ窓口：役場住民課年金係）

11 月 30日（いいみらい）は、年金の日です。
この機会に「ねんきんネット」を活用して年金加入
状況等を確認してみませんか！詳しくは、パソコン・
スマホから「ねんきんネット」で検索を！
（ユーザＩＤ取得に基礎年金番号が必要です）

　通知カードと一緒に、個人番号カードの交付申請
書が送付されます。個人番号カードは申請により平
成28年１月から順次交付されます。 カードには、
氏名 ・住所・生年月日・性別・個人番号・有効期
間等が記載されます。個人番号カードは「本人確認
の身分証明書」として利用できるほか、公的個人認
証（署名用電子証明書・利用者証明用電子証明書）
の機能が標準装備されています。なお個人番号カー
ドの申請は任意です。
   ※初回交付手数料は無料です。
【お問い合わせ先】
喜界町役場住民課（℡０９９７－６５－３６８７）

【人権擁護機関の相談窓口一覧】

住民課からのお知らせ　３
［国民年金保険料後納制度変更のお知らせ］

住民課からのお知らせ　４
［個人番号カードの交付申請について］
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【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先 (予約先 )】喜界町役場住民課生活環境係　
６５－３６８７

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊
重し確保するために、世界の全ての人々と全ての
国々とが達成すべき共通の基準として、昭和23年
（1948年）12月 10日の第 3回国際連合総会にお
いて採択され、本年で採択67周年を迎えます。
　国際連合は、世界人権宣言採択を記念して、採

Information from town 
択日の12月 10日を「人権デー（Human Rights 
Day）」と定め、加盟国に対し、人権擁護活動を推
進するための各種行事を実施するよう要請していま
す。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、「人権
デー」を最終日とする12月 4日から 10日までの
1週間を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義
を広く国民に呼びかけ、人権尊重思想の普及高揚を
図っています。
　各市町村には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員
がおり、地域に密着した存在として様々な人権に関
する相談に応じています。
　本町では、次の方々が人権擁護委員として活動し
ています。

　　　　　　基井　宏信　　（阿 伝）
　　　　　　金久　三津枝　（先 山）
　　　　　　碇山　典子　　（荒 木）

　また本町では、12月４日金曜日、午前 10時か
ら午後 3時まで、役場研修室において、人権相談
所を開設します。親子、差別・いじめなどの問題で
お困りの方は、お気軽にご相談ください。
　法務省の人権擁護機関では、人権週間以外におい
ても、面接による相談のほか、次の通り相談に応じ
ています。
　なお、相談はいずれも無料で、秘密は固く守られ
ます。

住民課からのおしらせ　１
「司法書士による無料法律相談会の開催」

開催日 場　所 時　間
平成27年 12月   2 日（水） 役場研修室 13:00 ～ 16:00
平成 27年 12月 16日（水） 早町支所 13:00 ～ 16:00

住民課からのお知らせ　２
［第 67回人権週間］

喜界町人権擁護委員（平成 27 年 11月1日現在）
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土岐　土岐　優優

ゆうしんゆうしん

心心くんくん（父　和貴・母　恵利香）（父　和貴・母　恵利香）

坂元　坂元　優優
ひろのすけひろのすけ

之介之介くん（８歳）・くん（８歳）・優優
ゆずきゆずき

月月くん（６歳）・くん（６歳）・

希希
の のの の

音音ちゃん（３歳）・ちゃん（３歳）・希希
き ほき ほ

帆帆ちゃん（9ヶ月）ちゃん（9ヶ月）

　今月の広報『きかい』の題字は、喜界中
学校３年１組の生徒３人が、校内で見かけた
動植物の写真を貼り付けて仕上げてくれまし
た。みんなに「将来の夢」を尋ねてみました。
　菊地さんは、「得意な英語を活かして人を
笑顔にできる接客業に就きたい」
　河田さんは「動物が好きなので、行き場の
ない動物たちを助ける施設に働きたい」
　勝さんは「パソコンの技術などを習得し、
裏方で助ける秘書のような仕事について、人
の役に立ちたい」
　卒業まであと半年を切りました。いい思い出
ができるように悔いのない中学生活を過ごして
ほしいですね。

　弟と妹の面倒見が良い、しっかり者の長男・優之介。
運動大好き、お調子者の次男・優月。歌と踊りが大好き、
わが家のアイドル長女・希音。家族みんなを笑顔にする、
わが家の太陽次女・希帆。これからも兄弟仲良く元気
に成長していく姿を楽しみにしているよ！（父母より）

『き』　菊地　優
ゆ か

香さん
『か』　河田　夏

か ほ

歩さん
『い』　勝　美

み か ほ

香穂さん

サキシマフヨウサキシマフヨウ

▶ 百之台付近に咲くサキシマフヨウ。サキシマフヨウは、低
地から山地の伐採跡地や林道沿いに多い落葉または半常緑
低木。花は、最初白色で咲き、少しずつ淡紅白色に色づい
ていくという。樹高は３㍍以上にもなる。
花言葉は「しとやかな恋人、繊細美、微妙な美しさ」

【中里】【中里】

　優心、生まれてきてくれてありがとう！!
　父ちゃん、母ちゃんは、優心の成長がとっても
楽しみです。思いやりのある優しい子になってね。
　いつも幸せをありがとう。（父母より）

【【川嶺】川嶺】

▶アサギマダラロードに咲くヤマヒヨドリバナ。この花は、低地
から山地のやや日当たりのよい路傍や林縁に生える多年生草
本。高さは 30 ～ 100㌢ほどで、花は白色まはた帯淡紅色。
この花に約 1000㎞をも旅をする多くのアサギマダラが吸蜜し
ていた。ヒヨドリバナの花言葉は「清楚、期待、延期」

ヤマヒヨドリバナヤマヒヨドリバナ

（父　博士・母　綾乃）（父　博士・母　綾乃）
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喜界町の推計人口
（平成27年10月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,453 戸（△ 5）
人 口  ・・・・ 7,239 人（△ 15）

男   ・・・・ 3,556 人（０）
女   ・・・・ 3,737 人（△ 15）
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納付をお忘れなく！（11月）
【税】国民健康保険税第４期 11/30まで

【使用料】11月分簡易水道・下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料11/30まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。
毎
毎

（平成27年11月21日～12月20日迄）

日 月 火 水 木 金 土
１１／２１

１１／２２ １１／２３ １１／２４ １１／２５ １１／ 26 １１／ 27 １１／ 28
●第 50 回記
念 島 内 一 周
駅伝競走大会
【島内一円】

● 1 歳 児 歯
科相談【すこ
13:30 ～】

１１／２9 １１／ 30 12 ／ 1 １２／ 2 １２／ 3 １２／ 4 １２／ 5
●第18回喜界
町生涯学習推
進大会【中公】

●無料法律相
談【研修13:00
～16:00】

●資料休館日
【図書館】

●特設人権相談
【研修室 10:00
～ 15:00】

●クリスマスおはなし会
（読み聞かせ・ペープ
シアター・ブラックシア
ター・長篇アニメ）【図
2　14:00 ～ 16:00】
●ぬいぐるみのおとま
り会【図書館16:00～】

●後期やる気塾開
校式【トレ 14:00
～ 16:00】

１２／ 6 １２／ 7 １２／ 8 １２／ 9 １２／ 10 １２／ 11 １２／ 12
●あゆみ幼稚
園発表会【あゆ
み幼稚園ホー
ル】

●中高合同発表会講
演会【喜界中学校体
育館】
●精神巡回相談【診
療所 8:30～】
● 3歳児健診【すこ
13:15 ～】

●精神巡回相
談【 診 療 所
8:30～】

●子育て支援
来館日（読みき
かせ・紙芝居・
ミニ映画）【図
２　11:00 ～
12:00】

●土曜授業【各
小・中学校8:15
～12:00】

１２／１3 １２／１4 １２／１5 １２／１6 １２／１7 １２／１8 １２／１9
●のぞみ幼稚園
発表会【のぞみ
幼稚園体育館】
●公民館閉講式・
公民館まつり【中
公】

●無料法律相
談【 早 町 支
所 13:00 ～
16:00】

●登記相談【研
修 9 : 0 0 ～
13:00】
●３ヶ月児・７ヶ
月児健診【すこ
13:15～】

●体操教室【コミ
19:00～20:30】
●早町小団体貸
出 ( 全学年）回
収日【早町小学校
13:00～13:30】

●体操教室【コ
ミ 9 : 3 0 ～
11:00】

１２／ 20
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